
（管理規則第１９条実施要領 別紙様式） 

教科等別年間指導計画 
 
 
学年  

 

 
 

３  

 
教科  

 

 
 

理科  

 
 
教科  

 
目標  

 

 
 
 
自然に対する関心を高め、目的意識をもって観察・実験などを行い、科学的に調べる態度を育て

るとともに自然の事物・現象についての理解を深め、科学的な見方や考え方を養う。  
 

 
授業  
方法  
形態  

 

 
 
一斉授業  
グループ学習（観察・実験）  
個別学習（諸テスト）  

 
先生

から

一言

 

 
・自然の事物や現象に興味を持ち、科学的な考え方ができる
ようになろう。  

・物事を自分で考え、言葉で表現しよう。  
・授業で学習したことを生活の中で見いだせるようになろ
う。  

月  単元名  単元のねらい，内容  評価規準・方法等  
総 合 的 な 学 習 ， こ と ば の 教 育 ，

環 境 教 育 ， 情 報 教 育 等 と の 関 連
時 数

 
４  
 

 
生 物 の 細
胞と  
生殖  

・生物の細胞観察から、生物の体が細
胞でできていること、植物と動物の
細胞のつくりの違いを知る。  

・体細胞分裂の観察から、細胞分裂を
成長と関連づけて理解する。  

・ 有 性 生 殖 と 無 性 生 殖 の 違 い を 理 解
し、親の形質が子に伝わることを見
いだす。  

・自分の体などの成長に関心をもち、積極的に
調べてみようとする。  

・顕微鏡観察を通して基本操作を習得し、レポ
ートにまとめたりできる。  

・動物と植物の細胞の違い、減数分裂と体細胞
分裂の違い、染色体のはたらき、有性生殖と
無性生殖の違いなどを理解し、説明できる。  

（行動観察，ノート，ワークシート，レポート）  

 
実験・観察の技術
 
レポートの  

まとめ方  
 
発表の仕方  
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５  
 

 
６  
 

 

 
７

 
運動と  
エ ネ ル ギ
ー  

・実験や観察を通して、運動には速さ
と向きがあることを見いだす。  

・運動している物体に力がはたらくと
速さと向きが変わること、はたらか
ないと等速直線運動をすることを見
いだす。  

・エネルギーにはいろいろな種類があ
り、エネルギーは相互に変換される
ことを実験から理解する。  

・身の回りの運動等に興味を持ち、日常生活と
関連づけて考えることができる。  

・様々な運動やエネルギーの変換を調べる方法
を考え、規則性を見いだすことができる。  

・運動の規則性に関する実験を行い、レポート
の作成や発表を行うことができる。  

・運動の規則性の原理、法則や概念を理解し、
説明できる。  

（行動観察，ノート，ワークシート，レポート）  

 
レポートのまとめ
方や発表の仕方  
 
エネルギー問題と
環境問題について
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８  
 

 
９  
 

 
化 学 変 化

と  
その利用  

・酸化、還元反応について調べ、日常
生活にも応用されていることを調べ
る。  

・化学変化には、エネルギーの出入り

が伴うことを知る。  

・身の回りの化学変化を、エネルギーの出入り

という見方で考えることができる。  
・酸化や還元の反応を、原子や分子のモデルを

用いて考察できる。  
・酸化や還元の実験を通して、自らの考察を加

えたレポートが作成できる。  
・化学変化によるエネルギーについて、日常生

活のどのような場面で利用されているかを指

摘できる。  
（行動観察，ノート，ワークシート，レポート）  

 
レポートのまとめ

方や発表の仕方  
 
エネルギー問題と

環境問題  
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10 
 
 
11 
 

 
地 球 と 宇
宙  

・天体の日周運動を地球の自転と関連
させて理解する。  

・季節による星座の移り変わりや太陽
高度の変化を、地球の公転や地軸の
傾きと関連づけてとらえる。  

・太陽系の天体の特徴を調べ、惑星の
動きと見え方から、惑星の公転、太
陽系の構造を理解する。  

・太陽系外の天体について知る。  

・自ら意欲的に天体を観察しようとすることが
できる。  

・太陽や星座の見かけの動きから、地球の自転
や公転について推測できる。  

・観察や資料に基づいて、わかること等をレポ
ートにまとめ、発表したりできる。  

・地球の自転や公転、地軸の傾きなどから起こ
る現象を説明できる。  

（行動観察，ノート，ワークシート，レポート）  

 
観察の技術  
 
レポートのまとめ
方や発表の仕方  
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１  
 

 
自 然 と 人
間  

・微生物のはたらきを調べ、食物連鎖
による生物界のつながりを知る。  

・学校周辺の自然環境を調べ、自然環
境のつり合いと人間とのかかわりを
考える。  

・生物のつながりに興味を持ち、自然環境を保
全しようという意欲をもつ。  

・生物界のつながりから、自然環境を保全する
方法について考察できる。  

・観察を通して、自然環境保全について討論し
たり発表したりできる。  

・食物連鎖や物質の循環を通して生物がつり合
いを保って生活していることを理解し、説明
できる。  

（行動観察，ノート，ワークシート，レポート）  

 
環境問題について
興味を持って取り
組む意識づけ  
 
レポートのまとめ
方や発表の仕方  
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２  
 

 
科 学 技 術
と人間  

・人間はいろいろなエネルギー資源を
活用し、エネルギーの変換を行って
生活していることを知る。  

・資源や環境保全の重要性を知り、エ
ネルギーの有効利用を考える。  

・環境問題について、関心をもって調べること
ができる。  

・調査を元に、今後の生活のあり方を考え、レ
ポートにすることができる。  

（行動観察，ノート，ワークシート，レポー
ト，振り返りシート）  

環境問題について
興味を持って取り
組む意識づけ  
レポートのまとめ
方や発表の仕方  
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３ 年 間 の

 
・３年間の学習内容を振り返り、学 ・プリントの問題が解けるようになる。  

 2

 
 
３  
 

 
 

 力を定着させる。  （行動観察，ノート，ワークシート，レポー
ト，振り返りシート）  

 
 

 
 

 


